
月
１
日
か
ら

月

日
ま

で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
島
原
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
募
金
の

配
分
金
を
活
用
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
と
交
通
事
故
防
止

を
願
い
、
毎
年
市
内
の
小
学
１

年
生
全
員
に
黄
色
い
傘
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民

の
ス
タ
ッ
フ

人
が
、
ボ
ラ
ン

な
り
、
部
屋
も
気
持
ち
も

平
成

年
か
ら
始
め
た
こ
の

生
委
員
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
。
担
当
民

明
る
く
な
り
ま
し
た
。
」

事
業
も
今
年
で

年
目
に
な
り

し
関
係
業
者
の
協
力
を
得
て
、

生
委
員
の
案
内
で

件
の
高
齢

と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま

ま
し
た
。

ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
家
庭
の

者
宅
を
訪
問
し
ブ
レ
ー
カ
ー
の

し
た
。

月

日
、
市
内
の

校
を

安
全
点
検
と
安
否
確
認
を
目
的

点
検
や
電
気
器
具
の
軽
修
理
、

代
表
し
島
原
市
立
第
三
小
学
校

に
、

月

日
に
電
気
器
具
、

蛍
光
灯
の
無
償
交
換
を
行
い
ま

で
黄
色
い
傘
の
贈
呈
式
を
行
い

月

日
に
ガ
ス
器
具
の
安
全

し
た
。

ま
し
た
。

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

点
検
を
受
け
た
高
齢
者
か
ら

贈
呈
を
受
け
た
第
三
小
学
校

は
「
点
検
を
し
て
も
ら
っ
た
う

１
年
生
の
児
童
ら
は
「
あ
り
が

え
に
蛍
光
灯
ま
で
交
換
し
て
も

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使

島
原
電
気
工
事
協
同
組
合
青

ら
い
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い

い
ま
す
。
」
と
大
き
な
声
で
お

年
部
と
九
州
電
力
島
原
営
業
所

ま
す
。
」
「
蛍
光
灯
が
新
し
く

礼
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

点
検
ス
タ
ッ
フ
に
は
長
崎
県

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
島
原
部
会

青
年
部
と
西
部
ガ
ス
島
原
営
業

所
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
。

担
当
民
生
委
員
の
案
内
で

件

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
コ
ン

ロ
内
部
の
清
掃
や
ガ
ス
コ
ン
ロ

の
炎
の
調
整
、
湯
沸
か
し
器
の

着
火
状
況
の
確
認
、
ホ
ー
ス
の

点
検
な
ど
を
行
い
、
古
く
な
っ

た
ホ
ー
ス
や
電
池
の
交
換
を
無

償
で
行
い
ま
し
た
。
点
検
を
受

け
た
高
齢
者
は
「
自
分
で
は
で

き
な
い
の
で
来
て
い
た
だ
き
助

か
り
ま
し
た
。
」
「
安
心
し
て

使
え
ま
す
。
」
な
ど
お
礼
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
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点
検
し
て
も
ら
っ
て
安
心
し
ま
し
た
」

ガ
ス
コ
ン
ロ
内
部
を
清
掃

す
る
ス
タ
ッ
フ
と
そ
れ
を

見
守
る
高
齢
者

▲

湯
沸
か
し
器
の
着
火
状
況

を
確
認
す
る
ス
タ
ッ
フ

▲

10

28

11

1

21

55

電
気
器
具
点
検

ガ
ス
器
具
点
検

68

10

12

31

12

12

10

14

10

小学１年生に黄色い傘を贈る
赤い羽根共同募金

黄
色
い
傘
を
受
け
取
り

記
念
撮
影
を
す
る
第
三
小
学
校
１
年
生

▲

島原市社会福祉協議会では、まち（地域）づくりのための講演会を開催

します。興味のある方はどなたでも参加できます。

●日 時：平成２４年２月１２日（日）

１３：３０～１６：００
●会 場：島原市福祉センター（島原市霊南１丁目１７）

●対 象：①地区社協の関係者

②行政・教育関係の方、企業・団体の方

③地域づくりに関心のある方、ボランティア団体

その他興味のある方

●参加費：無料

●主 催：長崎県社会福祉協議会、島原市社会福祉協議会

●申込み問い合せ先

島原市社会福祉協議会 ℡０９５７－６３－３８５５

～講演会のお知らせ～

みんなで、
まち(地域)の底力を引き出そう！

地域づくりのリーダー・関係団体が協力するためのヒント

講師 十時 裕 氏
ととき ひろし

＜講師プロフィール＞福岡市地域活動アドバイザー、

早良区小田部小学校区自治会長。

独自の視点で、まちづくりを楽しく学び、実行してい

く取り組みをわかりやすく伝授。地元福岡でも長年自

治会長を務め、地域の活性化を具体的に提案、実践し

ている。

点
検
状
況
を
高
齢
者
に
て
い
ね
い
に
説
明
し
な
が
ら

蛍
光
灯
を
交
換
す
る
点
検
ス
タ
ッ
フ

▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生
委
員
・
社
協
が
連
携



行
政
の
役
割
は
ど
こ
ま
で
か
、

柴
田
泰
暢

門
内
町

宇
土

宏

上
の
原
二
丁
目

自
分
や
地
域
で
は
何
が
で
き
る

前
田
花
子

津
町

本
田
浅
日

湯
江
乙

の
か
、
一
緒
に
で
き
る
こ
と
は

谷
口
春
美

六
ツ
木
町

堀
田

登

湯
江
丁

何
か
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

田
島
イ
ツ
ヨ

霊
南
一
丁
目

池
田
美
代
子

崩
山
町

考
え
ま
し
た
。

田
丸
武
史

津
吹
町

松
永
健
三

中
堀
町

各
地
区
２
回
の
懇
談
会
で
話

本
田
耕
治

杉
山
町

寺
中

稔

新
山
二
丁
目

し
合
っ
た
結
果
は
、
「
地
域
福

平

博
之

北
門
町

川
﨑
勝
巳

浦
田
一
丁
目

今
回
の
懇
談
会
は
第
１
回
目

祉
（
活
動
）
計
画
」
に
反
映
さ

香
典
返
し

坪
田
明
弘

西
八
幡
町

横
山
幸
徳

大
三
東
丁

尾
﨑
忠
雄

下
折
橋
町

に
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し
て
、

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

太
田
栄
子

本
光
寺
町

森

敏
行

下
折
橋
町

木
下
良
三

大
三
東
丁

橋
本
綾
子

下
折
橋
町

八
幡
忠
夫

中
町

草
野
洋
一
郎

青
葉
町

宮
﨑
公
平

宇
土
町

杉
野
雅
一

原
町

荒
木
浩
之

下
宮
町

野
中
京
子

親
和
町

木
田
長
吉

大
三
東
乙

山
口
弁
礼

湊
町

石
本

靖

宇
土
町

真
光
寺

有
馬
西
念

大
下
町

増
田
リ
ヨ
コ

弁
天
町
二
丁
目

長
谷
和
徳

本
光
寺
町

岩
永
英
男

城
内
二
丁
目

坂
本
朝
子

原
口
町

野
田
き
さ
こ

北
原
町

梅
園
千
里

長
崎
市

安
永
泰
久

南
柏
野
町

藤
崎
裕
子

青
葉
町

安
倍
教
子

下
折
橋
町

内
村
文
子

城
内
三
丁
目

月

日
と

月

日
、
島

試
食
の
後
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

本
村
美
耶
子

中
町

野
田
記
子

片
町

下
村
イ
サ
子

湯
江
甲

松
川
ス
マ

元
船
津
町

原
工
業
高
校
で
地
域
の
高
齢
者

シ
ョ
ン
で
交
流
を
は
か
り
ま
し

荒
木
兼
昭

大
手
原
町

松
本

司

浦
田
二
丁
目

佐
藤
寛
治

大
下
町

徳
永

清

南
柏
野
町

を
ま
ね
い
て
、
郷
土
料
理
（
具

た
。
生
徒
は
「
高
齢
者
の
方
は

島
田
正
人

大
手
原
町

園
田
好
廣

大
下
町


田
和
義

城
内
二
丁
目

井
村
利
文

船
泊
町

雑
煮
と
寒
ざ
ら
し
）
作
り
を
行

味
付
け
が
と
て
も
上
手
で
び
っ

坂
田
政
文

湯
江
甲

田
浦
文
博

前
浜
町

松
本

進

湯
江
甲

町
田
真
吾

崩
山
町

い
ま
し
た
。

く
り
し
ま
し
た
。
」
と
話
し
、

寺
田

智

大
下
町

山
田
明
子

湯
江
甲

高
木
ゆ
り
子

霊
南
二
丁
目

徳
永
紀
代
子

上
の
原
一
丁
目

こ
の
講
習
会
は
家
庭
科
授
業

高
齢
者
は
「
学
生
さ
ん
か
ら
元

山
﨑
道
洪

南
柏
野
町

井
上
明
男

寺
中
町

林
田
将
宏

下
川
尻
町

橋
村
俊
栄

山
寺
町

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
高
齢

気
を
も
ら
い
心
も
体
も
温
ま
り

宮
崎
忠
則

大
三
東
乙

梅
津
周
良

八
幡
町

内
田
フ
タ
エ

白
土
町

島
峯
チ
エ
コ

万
町

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
高
齢

ま
し
た
。
」
と
笑
顔
で
学
校
を

白
井
章
子

南
柏
野
町

今
村
美
容
院

林
田
キ
ヨ
カ

弁
天
町

稲
田
千
壽
子

青
葉
町

平
野
昌
子

新
田
町

者
を
敬
う
気
持
ち
を
養
う
こ
と

あ
と
に
し
ま
し
た
。

大
町
弘
美

大
三
東
乙

宮
﨑
満
春

大
下
町

若
杉
寿
美
子

湊
町

髙
木
史
郎

湯
江
丙

と
、
郷
土
料
理
の
食
材
と
作
り

濱
田
安
広

坂
上
町

吉
田
秀
子

大
三
東
戊

方
を
知
り
、
食
文
化
の
伝
承
を

片
山
ミ
ツ
ヱ

本
光
寺
町

佐
藤

宏

浦
ノ
川

目
的
に
実
施
さ
れ
、
今
年
で

柴
田

篤

上
新
丁
二
丁
目

城
臺
民
部

蛭
子
町
二
丁
目

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

荒
木
玉
男

湯
江
丁

吉
田
義
春

八
幡
町

２
日
間
合
わ
せ
て

人
の
高

本
多
ス
ミ
子

古
丁

入
江
泰
隆

下
の
丁

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

地
区
懇
談
会
」
を
７
地
区
ご
と

齢
者
の
指
導
の
も
と
、
機
械
科

本
末
厚
子

先
魁
町

林

国
隆

油
堀
町

は
、
島
原
市
と
共
同
で
「
地
域

に
開
催
し
ま
し
た
。

と
電
子
機
械
科
の
２
年
生
が
料

中
川
勝
志

寺
町

松
川

實

城
見
町

福
祉
」
の
あ
り
方
や
、
市
全
体

理
に
挑
戦
。

太
田
昭
吉

礫
石
原
町

三
原
勝
徳

大
手
原
町

で
そ
れ
を
進
め
て
い
く
た
め
の

伊
藤
道
子

福
岡
市

考
え
方
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

中
村
和
博

山
寺
町

一
般
寄
付

ま
と
め
た
「
地
域
福
祉
計
画
」

荒
木
賢
一

前
浜
町

谷
川

力

大
三
東
乙

と
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

本
多

清

大
三
東
丁

佐
久
間
利
昭

千
葉
県
四
街
道
市

策
定
に
向
け
た
話
し
合
い
を
平

吉
川
電
気
商
会

吉
川
孝
子

新
馬
場
町

如
月
会
代
表

井
口
千
鶴
子

成

年
度
か
ら
取
り
か
か
っ
て

坂
口
正
隆

兵
庫
県
尼
崎
市

い
ま
す
。

奥
平
富
正

城
内
三
丁
目

一
円
玉
寄
付

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の

福
本
ハ
ツ
エ

大
下
町

満
尾
数
馬

白
土
桃
山
一
丁
目

み
な
さ
ん
の
参
加
を
得
て
計
画

下
田
信
秀

原
口
町

本
多
靖
幸

下
折
橋
町

を
つ
く
る
た
め
、
平
成

年
３

濱
田
義
和

南
下
川
尻
町

橋
本
丈
吉

元
船
津
町

月
に
行
っ
た
「
第
１
回
地
区
懇

本
多
英
雄

北
門
町

酒
井
ト
ミ

新
山
四
丁
目

談
会
」
に
続
き
、

月

日
か

池
田

宏

下
新
丁

内
村
文
子

城
内
三
丁
目

ら

月
８
日
の
間
、
「
第
２
回

肉
の
た
か
ま
つ

高
松
重
蔵

親
和
町

山
口
久
吉

城
見
町

▲ 熱心に話し合いを進める参加した市民のみなさん

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年

月

日
～
平
成

年

月

日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

23

23

23

11

6

24

22

スーパーやコンビニのＡＴＭに

市役所の職員を名乗る人物から「医療費の還付金があり、１時間

以内に手続きが必要だ。指示する連絡先に電話するように」と電

話があった。指示された連絡先に電話したところ通帳とキャッシ

ュカードを持って金融機関でないところのＡＴＭに行くように言

われた。冷静になって考えてみるとおかしい。(７０歳代女性)

アドバイス
●市役所等の職員を名乗り、医療費や

社会保険料等の還付金手続きのために

ＡＴＭへ誘導して送金させる「還付金

詐欺」が、２０１１年度に入り再び増

加しています。

●全国で地域ごとに短時間集中的に

発生しています。現在、自分の地域で

発生していなくても、今後注意が必要です。

●「今日中」「１時間以内」などと還付手続きをせかし、冷静に

考えたり周囲に相談したりする余裕を与えません。

●金融機関のＡＴＭコーナーでは声かけを行うなど振り込め詐欺

対策をとっているため、操作の様子が周囲から見過ごされがちな

スーパーやコンビニのＡＴＭへ誘導するケースが目立ちます。

●不審に感じたら、すぐに警察署か島原市消費生活センター

（5 ６２－９１００）にご相談ください。

誘導する還付金詐欺に注意！！

市
内
７
地
区
で
懇
談
会
を
開
催

地
域
福
祉(

活
動)

計
画
進
行
中

2317

10

た
く
さ
ん
の
意
見
が
だ
さ
れ

ま
し
た

22

高
齢
者
と
交
流

島
原
工
業
高
校
で
郷
土
料
理
講
習
会

10

26

11

34 25

10

▲
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